
が
テ
ー
マ
。
グ
ル
ー
プ
の
情

報
シ
ス
テ
ム
管
理
部
会
（
Ｓ

Ｅ
部
会
）
を
通
じ
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
時
に
Ｓ
Ｅ
が
行
う
べ
き
業

務
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
。
Ｓ
Ｅ
が
迷
わ
ず
行
動

で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
得

ら
れ
た
反
面
、
Ｓ
Ｅ
の
人

数
・
勤
務
形
態
に
よ
り
実
践

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ

れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
さ
ら
な

る
検
討
に
意
欲
を
見
せ
た
。

大
隅
鹿
屋
病
院
（
鹿
児
島

県
）
の
吉
田
誠
・
管
理
課
企

画
室
主
任
は
「
徳
洲
会
グ
ル

ー
プ
に
お
け
る
Ｍ
Ｓ
Ｅ（M

e-

dical System Engineer

）
の

育
成
」
と
題
し
、
Ｓ
Ｅ
の
育

成
に
つ
い
て
紹
介
。
Ｓ
Ｅ
部

会
内
に
教
育
部
門
を
立
ち
上

げ
、
多
様
な
研
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
20
年
末
か
ら

は
「
Ｍ
Ｓ
Ｅ
」
と
称
し
、
い

ち
専
門
職
と
し
て
病
院
Ｓ
Ｅ

の
業
務
内
容
や
求
め
ら
れ
る

知
識
・
技
術
な
ど
を
整
理
し

て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

羽
生
総
合
病
院（
埼
玉
県
）

の
江
苅
孝
・
情
報
シ
ス
テ
ム

管
理
室
係
長
は
「
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
自
己
点
検
と
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
監
査
に
つ

い
て
」
と
題
し
発
表
し
た
。

徳
洲
会
で
は
19
年
か
ら
Ｓ
Ｅ

部
会
を
中
心
に
シ
ス
テ
ム
監

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
対
象

病
院
が
多
く
時
間
を
要
す
る

た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

よ
る
自
己
点
検
、
オ
ン
ラ
イ

発
表
し
た
の
は
、
い
ず
れ

も
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア（
Ｓ

Ｅ
）。
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病

院
（
神
奈
川
県
）
の
山
口
純

和
・
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
室

課
長
補
佐
は
「
徳
洲
会
グ
ル

ー
プ
に
お
け
る
院
内
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
時
の
Ｓ
Ｅ
に
よ
る

対
応
標
準
化
の
取
り
組
み
」

第
41
回
医
療
情
報
学
連
合
大
会
が
11
月
18
日
か
ら
４
日
間
、

名
古
屋
市
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
）
開

催
さ
れ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
Ｄ
Ｘ
後
のNew Normal

な

医
療
を
考
え
る
〜
『
出
来
な
い
』
か
ら
『
出
来
る
』
へ
〜
」。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
４
演
題
を
発
表
し
た
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
医
療
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
12
月
28
日
～
１
月
17
日
）

※各講演は原則、当該病院のホームページからの事前申し
込み制（例外あり）。あらかじめ視聴するための方法や推
奨環境をご確認ください。

※各講演の参加費は無料（アプリのダウンロードや利用に
かかる通信費はご負担ください）。

※各講演に関するお問い合わせは当該病院へ。
※講演によっては定員になり次第、締め切らせていただく

ことがあります。
※各講演は診療の都合などで予告なく変更・中止になる可

能性があります。
扌Facebookの「徳洲会グルー
プ」ページからもアクセス！

視聴を希望される方へ

徳
洲
会
か
ら
４
演
題

令和３年12月27日　月曜日　No.1319

ン
で
の
監
査
を
実
施
。
各
病

院
の
自
己
管
理
、
負
担
軽
減

な
ど
を
促
し
、
と
く
に
訪
問

が
困
難
な
コ
ロ
ナ
禍
で
は
従

Ｓ
Ｅ
は
「
機
械
学
習
を
用
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
重
症
化
予
測
モ
デ
ル
の

検
討
」
が
テ
ー
マ
。
コ
ロ
ナ

対
応
の
一
環
で
グ
ル
ー
プ
病

院
の
一
部
で
は
早
期
重
症
化

予
測
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
を

導
入
し
て
い
る
。
植
松
Ｓ
Ｅ

は
、
機
械
学
習
に
よ
る
精
度

改
善
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
と
比
べ
良
い
予
測

結
果
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
検
討
す
る
意
向
だ
。

Ｓ
Ｅ
部
会
で
は
、
学
術
活

動
の
強
化
を
掲
げ
学
会
発
表

を
推
進
。副
部
会
長
の
山
口
・

課
長
補
佐
は
「
発
表
す
る
こ

と
で
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
今
後
も
部
会
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
す
」。

来
の
監
査
に
近
い
成
果
が
得

ら
れ
た
点
を
強
調
し
た
。

徳
洲
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
植
松
直
哉

Ｓ
Ｅ
部
会
が
学
術
活
動
積
極
化

▪
仙
台
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
～ 

「
か
ら
だ
に
負
担
の

少
な
い
腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
～
大
腸
が
ん
～
」

29
日（
水
）午
後
２
時
～

「
口
腔
乾
燥
症
に
つ
い
て
」

30
日（
木
）午
後
２
時
～ 

「
痛
み
が
少
な
く

傷
の
目
立
た
な
い
最
新
の
足
の
静
脈
瘤
治
療
」

▪
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

11
日（
火
）午
後
２
時
～

「
始
め
よ
う
！
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ッ
ト
ケ
ア
～
足
に

現
れ
る
病
気
の
サ
イ
ン
～
」

12
日（
水
）午
後
１
時
～

「
注
目
！
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア（
脱
腸
）の

日
帰
り
手
術
で
軽
快
に
」

14
日（
金
）午
後
２
時
～

「
赤
ち
ゃ
ん
・
幼
児
の
夜
泣
き
の
原
因
と
対
処
法
」

17
日（
月
）午
後
２
時
～

「
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
何
を
し
て
い
る
の
？
」

17
日（
月
）午
後
３
時
～ 

「
朗
報
！
日
帰
り
手
術
で

快
適
に
。
い
ぼ
痔
の
治
療
」

▪
館
山
病
院

29
日（
水
）午
後
２
時
～

「
終
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

▪
東
京
西
徳
洲
会
病
院

11
日（
火
）午
後
２
時
～ 

「
温
泉
医
学
と
入
浴
剤

（
入
浴
剤
っ
て
効
く
の
か
な
？
）」

12
日（
水
）午
後
２
時
～ 

「
知
ら
な
い
と
怖
い
?!

い
ろ
い
ろ
な
薬
の
飲
み
合
わ
せ
」

12
日（
水
）午
後
３
時
～ 

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

～
糖
尿
病
合
併
症
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
～
」

13
日（
木
）午
後
２
時
～

「
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
」

14
日（
金
）午
後
２
時
～ 

「
①
特
殊
詐
欺
被
害
に
あ

わ
な
い
為
に（
昭
島
警
察
署
犯
罪
抑
止
対
策
係
）、

②
損
を
し
な
い
健
康
保
険
制
度
の
利
用
法（
高
額

療
養
費
制
度
に
つ
い
て
）」

15
日（
土
）午
前
10
時
～

「
痔
の
お
話（
日
帰
り
手
術
が
で
き
ま
す
）」

15
日（
土
）午
前
11
時
～ 

肺
が
ん
の
お
話

（
が
ん
死
亡
原
因
の
男
性
1
位
、女
性
2
位
で
す
）」

17
日（
月
）午
後
２
時
～ 

「
放
射
線
治
療
に
つ
い
て

（
放
射
線
で
が
ん
を
治
そ
う
）」

▪
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

28
日（
火
）午
後
３
時
～ 

「
自
分
で
治
す
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン〝
膝
〟～
痛
み
な
く
歩
け
ま
す
か
？
～
」

５
日（
水
）午
前
10
時
～ 

「
は
じ
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座

を
受
け
る
方
の
た
め
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
練
習
会
」

６
日（
木
）午
後
２
時
～

「
が
ん
と
遺
伝
子
～
卵
巣
が
ん
を
中
心
と
し
た

遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
に
つ
い
て
～
」

６
日（
木
）午
後
３
時
～

「
子
宮
筋
腫
で
お
悩
み
の
方
へ

～
病
気
の
概
要
と
当
院
で
の
治
療
に
つ
い
て
～
」

８
日（
土
）午
前
11
時
～

「
が
ん
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

～
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
に
～
」

８
日（
土
）正
午
～

「
胃
潰
瘍
？
そ
れ
と
も
…
…
～
胃
が
ん
の
話
～
」

８
日（
土
）午
後
２
時
～

「
胆
石
症
・
胆
の
う
ポ
リ
ー
プ
と
日
帰
り
手
術
」

▪
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
～

「
助
産
師
に
よ
る
出
産
・
育
児 

何
で
も
Ｑ
＆
Ａ

【
個
別
相
談
会
１
枠
10
分
程
度
】」

28
日（
火
）午
後
４
時
～

「
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム（ARTIS pheno

）と
ロ
ボ
ッ
ト
脊
椎
手
術
」

29
日（
水
）午
後
３
時
～

「
当
院
の
乳
が
ん
の
放
射
線
治
療

～
身
体
に
や
さ
し
く
負
担
の
少
な
い
治
療
～
」

▪
茅
ヶ
崎
徳
洲
会
病
院

６
日（
木
）午
後
２
時
～

「
内
痔
核
の
治
療
に
つ
い
て
」

11
日（
火
）午
後
２
時
～ 

「
透
析
療
法
に
つ
い
て
」

12
日（
水
）午
後
３
時
～

「
お
な
か
を
切
ら
な
い
尿
管
結
石
の
治
療
」

13
日（
木
）午
後
２
時
～

「
尿
の
ト
ラ
ブ
ル
、過
活
動
膀
胱
、前
立
腺
肥
大
か

ら
前
立
腺
が
ん
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト『
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
』ま
で
違
い
と
治
療
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
」

14
日（
金
）午
後
４
時
～

「
前
立
腺
肥
大
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
」

17
日（
月
）午
後
３
時
～

「
便
秘
症
の
考
え
方
」

▪
名
古
屋
徳
洲
会
総
合
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
～

「
核
医
学
検
査
と
は

～
機
能
画
像
に
つ
い
て
知
ろ
う
～
」

29
日（
水
）午
後
２
時
～

「
腹
痛
に
お
け
る
検
査

～
腹
痛
の
時
に
受
け
る
検
査
で
わ
か
る
こ
と
～
」

29
日（
水
）午
後
３
時
～

「
胆
石
症
の
病
態
と
治
療

～
胆
石
は
放
っ
て
お
い
て
い
い
の
？
～
」

５
日（
水
）午
後
２
時
～

「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
と
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

関
係
～『
歩
く
と
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
が

だ
る
く
な
る
』そ
の
症
状
、実
は
…
…
～
」

６
日（
木
）午
後
２
時
～

「
白
内
障
と
緑
内
障
～
症
状
と
治
療
に
つ
い
て
～
」

７
日（
金
）午
後
２
時
～

「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
～
介
護
保
険
を

利
用
し
在
宅
で
療
養
生
活
を
送
る
に
は
～
」

11
日（
火
）午
後
３
時
～

「
緩
和
ケ
ア
っ
て
な
に
？

～
最
期
ま
で
自
分
ら
し
い
人
生
を
～
」

12
日（
水
）午
後
２
時
～

「
放
射
線
治
療
の
実
際
と
副
作
用
に
つ
い
て

～
が
ん
治
療
と
寄
り
添
い
、

共
に
生
き
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
～
」

12
日（
水
）午
後
３
時
～

「
大
腸
が
ん
～
近
年
増
え
て
い
る

大
腸
が
ん
の
診
断
か
ら
治
療
ま
で
～
」

13
日（
木
）午
後
３
時
～ 

「
不
整
脈
っ
て
？

～
脈
の
乱
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
～
」

14
日（
金
）午
後
２
時
～

「
知
っ
て
ほ
し
い
手
術
の
麻
酔

～
痛
み
を
和
ら
げ
る
麻
酔
の
あ
れ
こ
れ
～
」

14
日（
金
）午
後
３
時
～

「
肩
の
痛
み
～
い
わ
ゆ
る
五
十
肩
～
」

17
日（
月
）午
後
２
時
～

「
放
射
線
検
査
の
い
ろ
い
ろ

～
検
査
の
受
け
方
が
よ
く
わ
か
る
～
」

17
日（
月
）午
後
３
時
～

「
病
理
組
織
検
査
と
体
の
臓
器
に
つ
い
て

～
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
～
」

▪
宇
治
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
３
時
～

「
甲
状
腺
の
病
気
に
つ
い
て
」

▪
生
駒
市
立
病
院

13
日（
木
）午
後
２
時
～ 

「
月
経
痛
に
つ
い
て
」

▪
吹
田
徳
洲
会
病
院

11
日（
火
）午
後
２
時
～

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、ご
高
齢
の
皆
さ
ん
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事

～
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
口
腔
体
操
～
」

12
日（
水
）午
後
２
時
～

「
肥
満
予
防
で
健
康
管
理
」

17
日（
月
）午
後
２
時
～

「
心
臓
弁
膜
症
の
お
は
な
し

～
心
エ
コ
ー
か
ら
わ
か
る
こ
と
～
」

▪
松
原
徳
洲
会
病
院

5
日（
水
）午
後
２
時
半
～

「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
・
口
腔
乾
燥
症
・
唾
液
の
話
」

11
日（
火
）午
後
２
時
半
～

「
新
し
い
癌
の
治
療
法
～
免
疫
療
法
～
」

13
日（
木
）午
後
２
時
半
～

「
あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？

～
動
脈
硬
化
に
よ
る
病
気
と
そ
の
予
防
～
」

15
日（
土
）午
後
２
時
～

「
ど
ん
な
薬
が
あ
る
の
？
解
り
や
す
い
薬
の
話
」

15
日（
土
）午
後
３
時
～

「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
」

▪
野
崎
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
１
時
半
～

「
お
薬
手
帳
を
活
用
し
よ
う
」

14
日（
金
）午
後
１
時
半
～

「
心
臓
疾
患
と
減
塩
食
」

▪
岸
和
田
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
～

「
が
ん
の
放
射
線
治
療
と
は
」

４
日（
火
）午
後
２
時
～

「
が
ん
の
放
射
線
治
療
と
は
」

４
日（
火
）午
後
３
時
～ 

「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

～
か
ら
だ
の
痛
み
の
緩
和
～
」

５
日（
水
）午
後
２
時
半
～

「
胃
が
ん
の
診
断
と
治
療
」

11
日（
火
）午
後
２
時
～

「
お
薬
の
正
し
い
飲
み
方
」

11
日（
火
）午
後
２
時
半
～

「
眼
瞼
下
垂
の
原
因
と
治
療
に
つ
い
て
」

13
日（
木
）午
後
２
時
半
～

「
腰
や
関
節
の
痛
み
の
予
防
」

14
日（
金
）午
後
２
時
～

「
人
工
透
析
治
療
に
つ
い
て
」

14
日（
金
）午
後
２
時
半
～

「
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
治
療
」

17
日（
月
）午
後
２
時
～

「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
」

17
日（
月
）午
後
２
時
半
～

「
脳
卒
中
の
治
療
と
予
防
」

▪
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

28
日（
火
）午
後
１
時
～

「
今
日
か
ら
実
践
!!
腰
痛
予
防
体
操
」

28
日（
火
）午
後
３
時
～

「
こ
こ
ろ
と
体
の
つ
な
が
り
」

29
日（
水
）午
後
３
時
～

「
が
ん
と
免
疫
は
関
係
あ
る
の
？
」

30
日（
木
）午
後
２
時
～

「
低
栄
養
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？

フ
レ
イ
ル
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
お
話
」

30
日（
木
）午
後
３
時
～ 

「
夜
間
頻
尿
」

11
日（
火
）午
後
１
時
～

「
骨
折
予
防
～
家
で
転
倒
し
な
い
コ
ツ
～
」

12
日（
水
）午
後
３
時
～

「
自
分
で
出
来
る
！
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

17
日（
月
）午
後
２
時
～

「
自
律
神
経
の
乱
れ
に
よ
る
体
調
不
良
を

防
ぐ
方
法
～
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
＆

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
～
」

▪
神
戸
徳
洲
会
病
院

７
日（
金
）午
後
３
時
～

「
食
中
毒
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
」

14
日（
金
）午
後
３
時
～

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
っ
て
？
」

▪
福
岡
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
～

「
心
臓
弁
膜
症
に
つ
い
て
」

29
日（
水
）午
後
２
時
～

「
上
手
な
お
薬
と
の
付
き
合
い
方
」

▪
中
部
徳
洲
会
病
院

７
日（
金
）午
後
２
時
～
、午
後
６
時
～

「
ま
ず
は
１
kg
ダ
イ
エ
ッ
ト
～
毎
日
ち
ょ
っ
と
ず

つ
の『
や
せ
る
力
』を
つ
け
る
～
」

11
日（
火
）午
後
６
時
～

「
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
」

12
日（
水
）

「
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て
」

13
日（
木
）午
後
２
時
～
、午
後
６
時
～

「
ス
マ
ホ
首
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

～
現
代
病
に
負
け
る
な
！
～
」

会場で発表した（左から）江苅係長、山口・課
長補佐、吉田主任、植松SE

神戸病院・仙台病院

QI大会を開き質向上へ

庄内余目病院・白根病院

開院30周年・20周年で記念誌
庄内余目病院（山形県）は開院30周年記念誌『30th Anniversary－夢、

未来へ－』を発行した。同院は1991年8月の開院以来、地域の方々の健
康と生命を守るため、地域医療の実践と充実に尽力してきた。

安富祖久明・医療法人徳洲会理事長（一般社団法人徳洲会理事長）や寺田康院長の挨拶に続き、庄内町の
富樫透町長、原田眞樹前町長、健康友の会の池田勝彦会長が祝辞を寄せている。また30年間の歩みや、折々
のイベント・取り組みを振り返るPhoto Gallery、部門・部署紹介、最後に「Message to My Future Self ～
未来の自分にメッセージを送ろう～」と題し、未来の自分に宛てたメッセージボードを手にした全職員の写
真を掲載。「向上心もってますか」、「笑顔で頑張ってますか」など多彩な言葉が並ぶ。

寺田院長は「コロナ禍でマスク着用が続き、互いに顔がわからない職員もいます。そこで、一人ひとりの
写真を掲載しました」と打ち明ける。企画課の遠藤豊喜課長は「30年間の歩みをふまえ、“未来志向”の内容
となるよう意見を出し合って制作しました」とアピールしている。

白根徳洲会病院（山梨県）は開院20周年を迎えた。同院は2001年11月に開院、08年5月には回復期リハ
ビリテーション病棟を開棟し、急性期治療後の患者さんの円滑な在宅復帰に向けた環境を整備。14年2月に
地域災害拠点病院に指定され、山梨県全域への医療救護チームの派遣や患者さんの広域搬送など行ってき
た。石川真院長は「ようやく地域から必要とされる病院になってきたと感じます。病院の規模によって地域
への貢献の形は違うと思いますが、当院は地域での役割を理解し、グループのスケールメリットを生かしな
がら次の10年を進みたいと考えています」と意欲的。来年4月には消化器外科、麻
酔科の常勤医師が入職予定で、救急搬送受け入れ件数も大幅に増加する見込みだ。

開院20周年記念誌も制作。徳田虎雄・医療法人徳洲会名誉理事長や安富祖理事
長の挨拶に続く長崎幸太郎・山梨県知事をはじめ市長や地元医師会長などからの
寄稿では、地域医療の中心として期待しているとのコメントが多く、石川院長は「本
当にうれしいです。期待に応えたいと思います」と笑顔。記念誌は医師会や行政に
配付、職員には紅白まんじゅうとエコバックを贈った。

庄内余目病院の開院30周年記念誌

「地域から必要とされる病院
になってきました」と石川院長

医療情報学
連 合 大 会

神戸徳洲会病院は10 月26日に開催
し、各部署が提出した11演題から５演
題を選出し発表、それ以外はポスター
セッションとして食堂に提示した。1位
は北脇汐梨・外来看護師と東恵汰・救
急救命士の「 発熱外来における患者様の
待ち時間について」。

開設当初は看護師1人で対応していた
が、患者数増加にともない救急救命士1人を追加。主に電子カル
テにテンプレートを作成し、時間短縮と入力内容の統一を図った
結果、患者さんの待ち時間減少、スタッフの負担軽減に寄与した。

2 位は春名香里・管理栄養士の「 栄養指導実施方法の検討～栄
養指導実施件数増加に向けて～」。①栄養指導日を入院後（ 食事
開始後）4日以内で設定、②当日に予約の入っている患者さんか
ら優先的に指導、③初回終了後、1週間後に2回目を設定――と
ルールを明確化。指導件数が上がり「 食事に対する要望や退院
後の不安などにも気付くことができました」とまとめた。

仙台徳洲会病院は11月20日に開催。19 演題の発表があり、1
位は吉田桃子・診療放射線技師の「 大

だ い

腿
た い

骨近位部骨折の術前計
画 X 線画像の精度を上げる取り組み」が獲得。対策として医師と
術前撮影に関する手順を確認、全患者さんで拡大率を統一、さら
に撮影ポジショニングや撮影器具の使用方法など誤差が生じな
いための撮影方法も確立し、部内で共有した。

2 位は佐藤果歩・看護師（ 4 階西病棟）の「 円滑なコミュニケー
ションへの取り組み」。まずアンケート方式で理想の看護師像を
客観的に見つめ直した。そのうえでコミュニケーションについ
て学び、感謝の気持ちを『ありがとうカード』に記入、形にして表
した。自分をわかってもらうことで「 伝える・伝わる」を浸透さ
せることが重要とし、「コミュニケーション能力を維持すること
は難しく、改善すべきことが多い。『ありがとうカード』はとて
も効果があったので皆さんも試してみては」と呼びかけた。

3 位は細川勝彦・臨床工
学科副技師長の「ペースメー
カ遠隔モニタリング導入に
よる業務改善」で、臨床工学
技士の視点による安全管理
をアピール。

多くの徳洲会グループ病院が院内の活動成果を発表する QI
（Quality Improvement= 品質改善）大会を開催している。同大
会を通じ各部署の改善活動を共有し、医療の質や医療安全の向
上を図るのが目的。2 病院の取り組みを紹介する。

1位に選ばれた外来看護部を
表彰（神戸病院）

放射線科が1位を獲得（仙台病院）


